
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

  

  

東東山山浄浄苑苑東東本本願願寺寺発発！！パパパパママママ子子どどももののフフリリーーペペーーパパーー                                でですす!!  

ああみみだだささままはは、、おおかかああささんんのの「「だだっっここ」」ののよよううにに、、ああたたたたかかくくわわたたししたたちちををみみままももっってて下下ささっってていいるるーー

そそののここととにに気気づづいいたたとときき、、わわたたししたたちちはは安安心心ししてて、、自自信信ををももっってて生生ききてていいけけまますす。。  

未未来来ををににななうう子子どどももたたちちはは社社会会のの宝宝もものの。。そそのの子子どどももをを育育ててるる子子子育育育てててははは、、、とととてててももも尊尊尊いいい大大大事事事ななな

ここことととででですすす。。。いいいいいい子子子ににになななっっってててほほほしししいいい、、、とと思思いいななががららもも、、ほほほんんんとととうううのののやややさささしししさささ、、、かかかししし

こここさささ、、、強強強さささっっってててなななんんんだだだろろろううう？？？ ――ほほととけけささままののみみ教教ええがが、、悩悩めめるるパパパパ、、ママママののととももししびびにに

ななりりまますすよよううにに。。  ぜぜひひ、、ごご家家族族みみななささんんででおお読読みみくくだだささいい♪♪  

東山浄苑東本願寺発！パパママこどものフリーペーパー   発行：東山浄苑東本願寺 
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 平平成成 2299年年  

１１１１・・１１２２  
月月号号  

ぼぼぼくくく･･･わわわたたたしししををを育育育てててるるるほほほとととけけけのののここことととばばば   

六六六波波波羅羅羅蜜蜜蜜（（（ろろろくくくはははらららみみみつつつ）））―――「「「おおおこここなななっっってててみみみるるる」」」ここことととののの大大大切切切さささ―――   

菜菜菜園園園日日日記記記   
      

京京京都都都にににふふふれれれるるる   文文文化化化にににふふふれれれるるる   
おおお香香香ののの歴歴歴史史史／／／焼焼焼香香香のののおおお作作作法法法



 

今月のことば ： 「 六波羅蜜（ろっぱらみつ
ろくはらみつ

） ―「おこなってみる」ことの大切さー 」 

仏教には、今のわたしたちにとって、あたたかなともしびとなることばがたくさんあります。 

「ほとけのことば」から、わたしたちの日々のくらしの目標をかんがえてみましょう♪ 

六波羅蜜ってなに？ 

今月のテーマは「六波羅蜜」です。漢字もむずかしいし、かわったひびきで、耳なれないことばですね。 

「波
は

羅
ら

蜜
みつ

」というのはもともとインドのことばで、「到
と う

彼岸
ひ が ん

／彼岸にいたること、渡ること」という意味の「パー

ラミター」が語源です。 

波羅蜜＝到彼岸とは、こちら岸ではないあちら岸―わたしたち人間のまよいの世界を超えた、仏さま

のさとりの世界にいたることです。そして「六波羅蜜」とは、人間がまよいを捨てて仏さまの世界へ行くため

の６つの大切なことをいいます。 「６つの大切なことってなんだろう？」・・・順番にみていきましょう。 

①布施
ふ せ

 

「おふせ」ということばをどこかで聞いたことはありませんか？  

今では主にお寺やお坊さんにあげるお金のことをそう呼んでいます 

が、実はお金にかぎらず、他にほどこしをすることが「布施」です。 

お金をほどこす以外にも、たべものをあげたり、やさしいことばや 

表情で人と話したり、席をゆずることも、りっぱなほどこしです。 

 

②持戒
じ か い

 

「持戒」の「戒」とは、「いましめ・きまり」のことで、「いましめ・きまりを持つ」ことが「持戒」です。仏さまのみ教えを

いただく者は、守らなければならないきまりを持ち、生活を正しくするよう努力します。現代のわたしたちにあてはめ

ると、国や世間のきまり、マナーを守ることにも通じるかもしれませんね。 

 

③忍辱
にんにく

 

   ３番目は、「忍辱」とかいて「にんにく」とよびます。心静かにたえしのぶことを指します。 私たちが今生きている

この世を、仏教のことばで「娑婆
し ゃ ば

世界」「堪忍土
かんにんど

」といいます。「堪忍土」の「堪忍
かんにん

」は、今でも関西弁で、「かんにんし

てや～」と「許して」という意味で言ったりしますが、漢字をみると「堪
た

え忍
しの

ぶ」と書いて「堪忍」です。 

仏教を開いたお釈迦
し ゃ か

さまは、「この世は苦
く

である」とおっしゃられました。生きるということは、 

年をとり、からだが弱り、病気になって、いつか死んでしまうということです。 また、大好きな 

ひとと別れたり、ほしいものが手に入らなかったり・・・悩んだり苦しんだりすることが、この世 

にはたくさんあります。この世はその苦しみに「堪え忍ぶ」世界ともいえます。 

たえしのぶというと、ただひたすらがまんすることのように感じますが、実はそれだけ 

ではありません。苦しいこと、なやましいことが起こったとき、感情的に怒ったり、泣きわめ 

いたりせず、ありのままを静かに受け入れる、心のありようをいいます。 

 

   
 

 

 

 

   



④精進
しょうじん

 

   ４つめは「精進」です。意味は「一心
いっしん

に努力すること」です。 

   ちょっと古めかしいことばですが、今でも「これからも精進します！」などと 

  言ったりしますね。これも仏教が由来になったことばで、もともとは一生けんめい 

仏道の修行にはげむことをいいました。 

 

⑤禅定
ぜんじょう

 

    

 

 

 

 

  

 
 

⑥智慧
ち え

 

   最後は「智慧」です。 

わたしたち人間はまよいの世界にあって、ほんとうのことが何もわかりません。まるで暗闇のなかにいるように、自

分が明日どうなってしまうのかもわからず、いつも不安でいっぱいです。けれども仏さまは、その暗闇をすみずみまで

光で照らし、あらゆることを見通して、よくわかっておいでです。 

こういう仏さまのおはたらきのことを智慧といいます。布施・持戒・忍辱・精進・禅定ができてはじめて、この智慧が

完成するのです。 

 

おこなってみて はじめてわかること 
私たちが、お寺のお堂や家のお仏壇の前で、手をあわせて「なむあみだぶつ」と礼拝

らいはい

するのは、いつも私た

ちを救おうとおはらき下さっている仏さまへの感謝のおこないです。 

そして、いただいた仏さまの教えを、私たちが生活の中で実践する方法が、「六波羅蜜」の「布施」、「持

戒」、「忍辱」、「精進」、「禅定」です。 

人にやさしく、ルールを守り、すぐ怒ったりせず、一生けんめいな努力家で、いつも 

おちついていて、世の中のことをちゃんとわかっている―ひとつひとつはとても 

シンプルでわかりやすいですね。 

でも現実には、なかなかむずかしいのです。わたしたちが人間であるかぎり、 

本当の意味でこれらのことをやり通せる人はいません。たいていみんな、人より 

自分が大切だし、いやなことがあったらイライラするし、たまにはルールを破ったり、 

怠けたりしてしまいます。 

でも、阿弥陀さまは、そんな私たちであっても、心から本願をおたのみして信じる人を、 

一人のこらず救って下さいます。だからこそ、自分なりに、「六波羅蜜」を「行
おこな

ってみる」 

ことがだいじです。そのうえで、自分が何でもできるわけじゃない、ひとりで生きること 

なんてできない、ということを知るのが、いちばん大切な一歩なのです。 

                           

 

 

 

 
５つ目は「禅定」です。 

みなさんはお寺で座禅をした経験はありますか？ 足を組んで目

を閉じて、よけいなことを考えず、心を一つに集中させる修行です。

座禅にかぎらず、このような心のあり方をめざすことを禅定といいま

す。ふつうに生活していると、本格的に座禅をする機会はなかなかな

いと思いますが、日ごろから心をおちつかせておだやかにすごすこと

も、禅定のひとつといえるでしょう。 

  

東山浄苑東本願寺 

嘉枝堂 

阿弥陀如来像 



 

 

12 月 10 日（日） 

10:00～12:00 
【12月のことばと目標】  

        正見
しょうけん

 

―ありのままを見る― 
【活動内容】 

ラディッシュ・チンゲンサイの収穫 

 

は,毎月東山浄苑東本願寺で開催して 

いる「親子仏法の集い」の活動内容をもとに編集しています♪ 

 

   
 

毎月第３日曜日（行事等で変更の場合あり）に、 

東山浄苑東本願寺の菜園で行っている親子向けの活動。 

なんでもありがたくいただいて、粗末にしない―古きよき日本人を育てた仏教の教えです。 

家族で野菜づくりや年中行事に親しみ、 

「いただきます」「ありがたい」の豊かなこころを育てましょう。 

乳幼児から中学生までのお子さんとご家族はどなたでも参加できます。 

お気軽にお尋ねください！ 

【活動日】毎月第３日曜日 ・年中行事の折には変更  【場所】東山浄苑東本願寺    
 

※ベビールーム完備 ※屋内無料駐車場完備 ※参加ご家族３０組限定  

 

★お問い合わせ・参加のお申し込みは★ 

東山浄苑東本願寺 総合受付 

     電話075-541-8391 ～17：00
毎日 9：00

 

 

  

1 月 21 日（日） 

10:00～12:00 
【1月のことばと目標】  

        一大事
いちだいじ

 

―なぜこの世に生れたの？― 

【活動内容】 

子ども奉納会（嘆仏偈
たんぶつげ

【お経】のおつとめ）練習 

チンゲンサイの収穫 

だっこだっこあみだっこ 平成 29 年 11･12 月号 

平成 29年 11月 27日発行 発行･印刷/東山浄苑東本願寺 〒607-8461京都市山科区上花山旭山町 8-1 電話 075-541-8391  無料 

 

【場 所】 東山浄苑東本願寺内   

【参加費】１家族 １回 1,000円  ◎初参加の方無料！ 

 

※参加ご希望の方は事前にお電話でお申し込みください。 

※野菜の生育状況などによって、活動内容は予告なく変更になる場合があります。 

あらかじめ、ご了承ください。 

※雨天の場合は、集印帳づくりなど室内企画を行います！お楽しみに♪ 

 

 

―参加者募集中！今後の親子仏法の集いご案内― 
 

 


